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【は じ め に 】
　 老年看護教育の研究領域では高齢者イメージに関する
研究が しば しば試み られてお り、イメージの測定 には言
葉 を使 ったSD法 を用いた ものが多い1-5)。それ らの研究
では、用いられている形容詞の種類や数、あるいは尺度
目盛 りは研究者 によって様々であ り、得 られた調査結果
も多種多様である。
　 SD法 のデー タは コンセプ ト、尺度 、被験者の3者 から
構成 されてお り6)、尺度 の統制が十分になされなければ、
そ こか ら得 られる結果について比較検討することは困難
である。 このため、これまでの言葉 を使ったSD法 による
高齢者イメージの測定方法では、具体的な高齢者 イメー
ジに関す る一定の見解が得 られない状況にある。
　複数の研究で得 られた結果 を比較検討す るため には、
高齢者イメージを探る調査尺度の統制が必要 となる。 こ
の尺度の統制 という視点から筆者 らは、松岡が開発 した




を一定の形で導 き出すことがで き、研 究者の興味や意図
な どの諸要因が調査結果に与える影響 を回避で きる。ま
た、色 は言葉 よりはっきりと感性的な意味特性 を持つ特
徴 も有 している。





　本調査の趣 旨を理解 し了解 を得 られた、N市 内の2校
の看護短期大学2年 生155名(A校56名 、B校99名)に 対
し、老年看護学講義 を終了 し老年看護学実習の前の時点
である、平成11年12月 に調査 を実施 した。
2.調 査 方 法
　自記式質問紙 を用い、「高齢者」という言葉に対 してイ
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メージする色 とその理由、高齢者 と思 う年齢、高齢者に
対 す る印象 点 につ いて尋 ね た。イ メー ジす る色 は、
C.S.T.の 色彩 表で最 もそ う思 うものか ら上位3色 を選
択 させ、色 を表す言葉 からの影響 を少 なくするため色彩
表の番号で回答 を求めた。理由は、第1位 に選択 した色
について、なぜその色をイメージ したのか自由記載 して
もらった。高齢者に対す る印象点は、嫌いを1点 、好 き
を10点 として、その点数を求めた。
3.分 析 方 法
学生が選択 した色 を集計 し、「評価型」、「活動型」、「力
量型」の因子型 に分類 し、各色が持つ3因 子それぞれの
意味特性 を、最 もネガテ ィブを－2、 最 もポジティブを
+2と して点数化 して因子 ごとの平均値 を求めた。これ




であった。高齢者 と感 じる年齢 は、55歳 か ら80歳 の広範
囲に分布 し、平均67.2±4.8歳 であった。高齢者 に対する
印象点は、1点 から10点 に分布 し、平均6.068±1.877点
であった。
高齢者のイメージ色 として、第1位 に挙 げられた色は
13色 であっ た。 このうち最 も多数が選 んだ色は赤紫濁の
44名(28.4%)、 次 いで暗 褐色 と灰色 が そ れぞ れ40名
(25.8%)で 、これ ら上 位3色 を選 択 し た者 が80.0%を 占
め た 。 ま た 全 く選 ば れ な か っ た 色 は 、黒 、黄 緑 、黄 で あ っ
た 。 ま た 、 第2位 ・第3位 に選 択 され た 色 の 上 位3色 も、
第1位 に 選 択 さ れ た 色 と 同 じ3色 が 選 ば れ て い た 。 色 を
選 択 した 理 由 は 、服 装 や 髪 の 色 な どが 多 く挙 げ られ た 。
(表2)
第1位 に選 択 され た13色 す べ て を 表1に 沿 っ て 因 子 型
に分 類 す る と、 「力 量 型 」59.4%、 「活 動 型 」34.2%、 「評
価 型 」6.5%で あ っ た 。
第1位 に選 択 され た13色 す べ て を表1に 沿 っ て 因子 ご
との 意 味 特 性 を 点 数 化 し平 均 を求 め た結 果 は 、 「評 価 性 」
－0.16、 「活 動性 」－0.89、 「力 量性 」0.56で あ っ た 。(表
3)A校 とB校 で、選択 された色や因子型の割合 と因子
ごとの意味特性 は類似 していた。
印象点6点 以上の高得点群 と5点 以下の低得点群で、
選択 された色や因子型の割合に有意な差 はなか った。
高齢者 と思 う年齢が後期高齢者の75歳 以上の群 と前期
高齢者の75歳 未満の群で、選択 された色や因子型の割合
に有意 な差 はなか った、,
【考 察】
今回の高齢者 イメージ調査では、C.S.T.の 色彩表 を用
いることで測定す る尺度が一定 とな り、結果を因子型 と
各因子の意味特性で一定の形に導 き出すことがで きると
考 える。
C.S.T.の 色彩表の16色 は、松 岡7)に よって、「評価性」、
「力量性」、「活動性」の3つ の因子でその意味特性がほぼ





弱々 しい ・ずっ しりとしている一軽いなどの観点か ら見
た側面である。「活動性」 は、スピーデ ィ一鈍重・喧噪一
静かなどの観点か ら見た側面である。 この意味特性や因
子型 は、年齢や性別により異 なる一面 も有 している。
今 回の調査では、第1位 に選択された色 と、第2位 ・
第3位 に選択 された上位3色 は同 じであったため、第1
位 に選択 された色のみ を分析対象 としても問題ない と考
える。
第1位 に選ばれた13色 を因子型に分類 した結果か ら、
学生 は高齢者 のイメージを 「力量性」の因子で とらえ、
高齢者のイメー ジをた くましい一弱々 しい、ずっ しりと
している一軽 いといったような観点で とらえている可能
性が示唆される。
第1位 に選択 された13色 の意 味特性 を検討 してみる
と、「評価性」や 「活動性」 の持つ意味特性 は共 にネガ
テ ィブなもので、「力量性」 についての意味特性 はポジ
テ ィブな傾向を示 している。 さらにこれ ら意味特性の強
さについては、「活動性 」ネガテ ィブ、「力量性」ポ ジティ
ブ、「評価性」 ネガテ ィブの順 で出ていた。
学生 は高齢者 に対 して、動 きが鈍い、ず っしり落 ち着
いているとい ったイメージを持 ってお り、快― 不快 ・受
け入れ一拒否などの視点はあまりないことが推察された。
色 を選択 した理 由は、服装や髪の色 など高齢者の外見
が多 く書かれていた。学生 の高齢者 イメージは、外見に
よって強 く影響 されると考えられた。
今 回のC.S.T.色 彩表 を用い た高齢者 イメージの測定
方法が、異なる2校 でほぼ同様の結果 を得 ることがで き
た。 このことか ら、調査対象者の高齢者イメージの傾向
をとらえていると考 える。 しか し、この結果のみで今回
のC.S.T.色 彩表 を利用 した方法の効果や特性 などにつ
いて判断で きず、他の高齢者 イメージの調査 と比較検討
することが必要である。これまでの言葉を使ったSD法 を
用いた研究では、析出 された因子が研究 によ り多様1)8)で
あ り、今回の結果 と比較検討 は困難である。
今後、色 を使用 した本方法 を検討するには、まず色 に
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